
年度 環境経営レポート
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株式会社 マルサン
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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事業所の省エネや車両のエコドライブに努めます。

３ ．自社の廃棄物の削減や再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．取り残し・過積載をしない。

６ ．施設周辺の環境美化・清掃に努めます。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

2023年5月31日

制定日： 2020年4月20日

改定日：

大前　清彦代表取締役社長

　　　株式会社　マルサン

＜環境保全への行動指針＞

　近年気候変動により地球温暖化や自然豪雨災害など頻繁に起こっている現実を鑑みて、政府は2050年までに温室効
果ガスゼロ、脱炭素社会の実現（プラごみの削減）を打ち出しました。
これを受け、弊社におきましては環境に対する配慮を、「21世紀における企業経営にとって最も重要な要素の一つ」と考
え、省資源・省エネルギー（CO2削減を含む）の推進、廃棄物排出量の削減と適正管理等による環境負荷低減の為、環
境保全の重要項目に対して環境目標を設定し、「自主的、積極的、継続的」に取り組み、また環境に関する法規制等の
遵守に努め、地域市民の一員として企業の社会的責任を果たすことが環境経営の本質と捉えて、「エコアクション21」を
取得して全従業員で取り組んでまいります。

環境経営方針

　弊社は、廃棄物収集運搬業としての社会責任を強く認識し環境に与える影響の低減を目指して限り
ある地球資源の有効活用に徹し事業活動の推進と顧客・市民サービスに取り組み、また地球温暖化問
題への取り組みや地域の環境課題の解決に向けた活動に自主的・積極的に取り組みます。
　安心していただける市民サービスを無駄なく、タイムリーに提供することが当社の一番の環境対策
と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
株式会社 マルサン
代表取締役社長　大前　清彦

（２） 所在地
本　　　社 大阪府吹田市江坂町3丁目48番51号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 取締役部長　 06-6190-2567
担当者 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進室長

（４） 事業内容
一般廃棄物の収集運搬業

産業廃棄物の収集運搬業

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高 千円

名
㎡

ｔ
ｔ

2ｔ平車 台
2ｔパッカー車 台

2ｔダンプ車 台

3ｔダンプ車 台

3.5ｔパッカー車 台
合計 台

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社 マルサン
対象事業所： 本社
活　　　動： 一般廃棄物の収集運搬業

産業廃棄物の収集運搬業

□事業の紹介

日々の作業風景
（業務終了後、毎日洗車）

本社

2023年5月31日

153,389

受託した産業廃棄物の処理量
延べ床面積　　　
従業員　　　　　 19

1,000

252.44

2020年4月20日

収集運搬量（産業廃棄物） 38.3
収集運搬量（一般廃棄物） 4,728.3

9

パワーゲート付

所有車両

1

車種 台数

1
3

1

3

備　　考

積み込み作業風景

（可燃回収）
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

2022年8月1日

・環境に関する内部監査の実施・報告

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境に関する内部監査の計画

・自部門における環境経営方針の周知

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

部門長

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

委託ミーティング

全従業員

内部監査チーム

環境管理責任者

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動実績の確認・評価

（認証登録範囲）

代表者

事業系（許可業務）主任 （部門長）

環境事務局

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

代表取締役社長
大前　清彦

ドライバー/作業員

環境管理責任者

イノベーション推進室
（環境事務局）

事務員

委託ミーティング

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営計画の審議

・環境管理責任者の補佐、の事務局

・環境経営レポートの確認

一廃（委託業務）主任
（部門長）

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

内部監査チーム

・環境活動の実績集計
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□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

古
物

(

機
械
工
具
類
等

)

金
属
く
ず

〇
〇

備　　　考

第7552号

許可年月日 許可有効年月日

第62203R037553号

令和6年3月31日

豊中市内の家電リサイクル品のみ収集運搬可

令和3年12月8日

許可有効年月日

大阪府 古物商許可

兵庫県 第02803220533号

令和3年12月7日大阪府 金属くず業許可

許可名称 許可番号 交付日

積
替
保
管

廃棄物の種類

許可年月日

令和4年1月19日

　　古物証、金属くず業許可の内容

令和9年1月18日

吹田市

大阪府 第02700220533号 令和3年4月2日令和8年4月1日

令和7年3月31日

許可区域

令和4年4月1日

令和7年3月31日

吹田市

許可番号

茨木市

豊中市

令和5年4月1日

吹田市指令環事第8号 令和4年4月1日 吹田市一般廃棄物収集運搬業許可

摂津市内の家電リサイクル品のみ収集運搬可

許可区域

令和6年3月31日

許可区域 許可番号

吹田市 令和6年3月31日

731 令和5年4月1日

茨木市指令資源第205号

豊中市指令環事第45号 令和5年4月1日

吹田市資源循環エネルギーセンター搬入許可証

茨木市内の家電リサイクル品のみ収集運搬可

摂津市 摂津市指令生業第18号 令和5年4月1日

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

取り扱い品目

732 令和6年3月31日 吹田市資源循環エネルギーセンター搬入許可証
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

トン

㎏

㎏

㎏
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力2018年度の調整後係数　

※環境経営目標以外のCO2排出量としてLPG　101㎏-CO2を含む

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

原単位 ✕

✕

✕

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　○まあまあできた　△できなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

kg-CO2/T 16.517.0

2023年

6,291 8,283

廃棄物排出量 667 720 1,250

2019年 2022年

項　目 2020年

2019年 98.0% 109.4% 97.0%

1,316 1,848 1,724
11月

達成状況

・不要照明の消灯

1,193
10月9月

1,274
2,262

97.0%

97.0%

1月 2月

698

2019 98.0%

総量で基準年度より32％増で数値目標を達成することができな
かった。
取り組みについては十分に周知したつもりであったが達成できな
かった。
今後の取り組みについて、もっと周知し削減できるようにする。

○

1,255
2,071

○

2,534

5月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

8月 12月
981

6月

173.6%

1,292 2,337 2,799

7月

・ノー残業デーの実施 ○

数値目標 ✕
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

3,258
1,5571,769 1,084 1,157

4月
1,872

3月

1,503 692 625 576 520

環境に配慮した収集運
搬

水道水の削減 ㎥ 667 654 730 647

基準年度比

上記二酸化炭素排出量合計 84,180.1

自動車燃料による二酸
化炭素削減

78,883 79,747

2021年 2022年

一廃受託収集運搬量 6,291

二酸化炭素総排出量 86,885 88,16886,885

6,165 8,283 6,102

131.7% 97.0%98.0%

0

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

0.334

産業廃棄物排出量 0 0

一般廃棄物排出量 667 720 1,250

電力による二酸化炭素
削減

16.7 16.7

kg-CO2 80,493

基準年度比 2019年

666 730

一般廃棄物の削減
kg 720 706 1,250

kg-CO2 86,784 85,048 88,030

基準年度比

基準年度比 2019年 98.0% 99.1%

78,078

kg-CO2 6,291

評
価（実績） （目標）（基準年) （目標）

行動目標（次項による）

水使用量 0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

4

月

5

月

電力（kWh） 2019年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

取組紹介欄

2019年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

5月
22

6月 7月 8月 9月 10月
20

○

達成状況

・効率的なルートで収集

・アイドリングストップ

△

数値目標

60 60 60 60 6060
90 90120 120

9月

120 110 110 100

10月6月 7月
60

12月 1月 2月
60

11月

○

・シュレッダー廃紙のリサイクル化

達成状況

460 405 375

2,196
2,438 2,323 2,394 2,343 2,097
2,397 2,197 2,504

6月 7月 8月 9月 10月

424 585

×

○

2,269

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

数値目標
・分別の徹底 ○

・梱包材の再利用

8月

3月 4月

総量で前年度より15％増、原単位では22％増
数値目標は未達成
取り組みについては効率的なルートで収集が達成できなかった
今後の取り組みについて
コミュニケーションを取りより良い収集をする

23 23 20 2822
11月

18 23

取組結果とその評価、次年度の取組内容
✕

421 495 294 272

12月 1月 2月

60 60 60
110

60
90100 90

352
23 20 45

331

2,087
4月 5月

1,961 2,115

349

2,087 2,316 2,055
2,897 2,897 3,583

前年度より15％増　数値目標は達成できなかった
社員増員で全体的に増量した
取り組みについては分別・リサイクルの周知で達成できた
今後の取り組みについて、不要なコピーをしない、
ペットボトルの分別を行いリサイクルに努める

1,932

3月

2,171

11月 12月 1月
3,836

2,318 2,154

2月

5月3月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4月

0

200

400

600

800

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

4

月

5

月

ガソリン（L) 2019年 2022年

0
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月
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月
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月
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月
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軽油（L) 2019年 2022年
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一般廃棄物（kg） 2019年 2022年
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水道水の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

取組紹介欄

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

大阪府条例（流入車規制）
空気圧縮機、送風機

× コロナ禍のため取り組むことができなかった
幹部教育及び委託MTは毎月行い、幹部社員とは積極的にコミュ
ニケーションを取れた。

・コミュニケーション積極的に取る

○
・社内規則の改定

△

取り残しがなかなか削減できない
今後の取り組みについて、確実な回収をするように注意喚起する

○

環境に配慮した収集運搬

取組結果とその評価、次年度の取組内容
・社内イベント拡充

フロン排出抑制法
危険物の保管
除害施設

数値目標

業務用空調機

数値目標は未達成であったが、基準年度に対してわずかである
が、削減できた。
今後も引き続き止水の徹底を行う。

達成状況

消防法（危険物）

顧客要求事項

月例会議・幹部会議　　　　コミュニケーションをとり疑問・問題点を話し合っています

・幹部教育

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

環境マネジメントシステムの取得

下水道法

振動規制法

✕

廃棄物処理法
車両の大きさ・重量、通行制限

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
収集運搬業の許可、廃棄物の適正処理

・作業開始前の車両点検 ○

達成状況定着率の向上への取組

△

空気圧縮機

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・取り残しの削減 △
・車両の清掃
・定着率の向上への取組 〇

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目で実施） ○

○

達成状況

・節水弁取り付け ○
・自動水栓取り付け

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

道路運送車両法

収集運搬車

廃棄物処理法
適用される法規制

煮湯設備、洗浄設備

騒音規制法

水質汚濁法

車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
道路交通法

95 0123 0 121 0 171 0 115 0
95 0107 0 120 0 110 0

3月 4月 5月6月 7月 8月 9月 10月 11月

105 0
124 0 111 0
12月 1月 2月
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水道水（㎥） 2019年 2022年
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□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：防災訓練

■評価： □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態連絡網の確認の様子 消火訓練

防災の動画視聴 社員全員の安全衛生教育

□代表者による全体の評価と見直し・指示

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

・通報訓練、消火訓練

車両火災が他市で増加しているので火災時の手順を再確認でとても良かった。

部内全従業員
令和5年1月18日 事業所駐車場

手順書の変更の必要性

廃棄物の排出については人員の増加に伴う影響が大きいと見ているが、引き続きペットボトルの積極的な分
別等を行い、削減に努めていきたい。夏季飲料の配布もペットボトルからマイボトルにするように次年度以降
検討したい。
課題の事業拡大については、近隣市町村の物品入札の申請に取り組み、新たな売上向上を目指すとともに、
ホームページの充実などの広報活動を強化、具体的には自社のマーケティング、ブランディングを強化し人材
を募集、社員教育を強化し、仕事の質の向上、会社の新たな価値の創造へと取り組んでいく。

2023年6月9日
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□これまでの環境活動の紹介

中庭の緑化

定着率向上への取組 (脱炭素経営宣言／健康宣言）

(会社周辺の清掃活動）
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□編集後記

本年度は、昨年に引き続きSDGｓ教育、幹部教育の継続、社長が現場の主任と直接話す機会を設けた社長会の実施、
中庭の緑化など更なる飛躍を遂げました。
グループ会社でのペットボトルリサイクルのシステムに協力しようと、社内でペットボトルを積極的に分別するようになり
ましたが、次年度にはペットボトル削減にも取り組んでいこうと計画しております。
今後も社員一人一人の意識を高め、環境を意識した行動をしていきたいと思います。
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